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Abstract
Study　of　cultural　arias　in　the　Stone　age　through　natural　scientific
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　analysis　of　cultural　properties
Reference　Database　of　Vitoric　Andesite
SUGIHARA　Shigeo，　KOBAYASHI　Saburou
　　　　In　this　study，　we　investigated　and　identified　the　local　origins　of　the　glassy　andesite　used　as　the　raw
material　of　stone　artifacts　in　the　Stone　Age　in　order　to　make　the　reference　database　of　the　origin　of
glassy　andesite（appendix　1）．This　database　includes　approximately　7010cal　origins　of　both　the　Kanto
and　Hakone－Izu　area　and　the　Western　Japan　area　covering　from　Setouchi　to　Kitakyusyu．　The　local　ori－
gins　of　glassy　andesite　are　classified　into　and　described　as　the　seven　groups　of　Kanto　and　Hakone－lzu
area，　which　are　‘‘Hotakasan”，‘‘Happusan”，‘‘Arafuneyama”，‘‘Sugatagawa”，‘‘Oaraikaigan”，
“Hakone”and“Izu　peninsula”groups，　and　the　nine　groups　of　Western　Japan　area，　which　are
“Sanuki”，“Nilyozan”，“Kanmuriyama”，“Ukushima”，“Taku”，“Myojyonohana”，“Kitamatsuura”，
“Momozu”and“Omura”groups．　In　addition　to　the　origin　of　glassy　andesite，　the　origin　of　the　glassy
rhyolite　which　was　used　as　the　raw　material　of　stone　artifacts　particularly　in　Chubu　and　Kinki　area　is
also　defiend　as　“Gero”group．　The　quantitative　analysis　by　the　Wavelength　Dispersive　X－ray　fluores－
cence　analyzer（WDX）was　carried　out　in　parallel　with　the　qualitative　analysis　by　the　Energy　Disper－
sive　X－ray　fluorescence　analyzer（EDX）to　collect　and　colnpare　the　elementary　analysis　data．
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1．はじめに
　1999年度から開始した人文科学研究所研究費，重点共同研究「考古遺物の自然科学的分析に関す
る研究一黒耀石産出地データベースー」では，日本全国の黒耀石原産地を調査し，その岩石記載的性
質，地層名，産状を明らかにした。この研究では，黒耀石原産地についての補充調査を行うととも
に，やはり石器時代の石器原材料として利用されたガラス質（岩石学的には無斑晶質ともいう）の安
山岩について原産地調査を行い，データベースを作成した。遺跡から出土するガラス質安山岩につい
ては，一括してサヌカイト（讃岐岩；sanukite）と呼称されることが多い。しかし，この岩石名は
1891年にドイツ人のワインシェソク（Weinschenk，1891）が香川県の旧国名である讃岐国にちなん
で命名した「無斑晶質古銅輝石安山岩」の呼称で，その時代は第三紀中新世とされている。また，小
藤文次郎（Koto，1916）はサヌカイトを含めて瀬戸内地方に一般的に見られる斜方輝石を含む安山岩
～玄武岩をサヌキトイド（サヌカイト類）とよんだ。ここではサヌカイトの用語を「瀬戸内火山岩石
区」のなかで讃岐地方に産出するガラス質火山岩に限定して使用する。なお，本稿では，考古学上，
石器素材となる火山岩の名称として，デイサイト質～安山岩質で，石基部分がガラスまたは針状斜長
石などの微晶に富むガラス基流晶質（hyalopilitic）ないしピロタキシティク（pilotaxitic）組織の火
山岩をガラス質安山岩とよび，流紋岩質～デイサイト質でガラス（破璃）光沢の強く，石基が完全な
ガラスからなる火山岩を黒耀石（岩）と定義する（表1）。またガラス質安山岩またはサヌカイトと
される石器素材については，Sio2分率が安山岩とデイサ・イトの境界付近の60～68　wt％に頻度分布の
ピークがあることから，デイサイトに分類される石材についてもガラス質安山岩に含めることにする
（表1）。なお斑晶を欠く安山岩として無斑晶質安山岩の用語がガラス質安山岩とほぼ同じ岩質の石材
名称として使用されている（長岡ほか，2003）。
　このガラス質安山岩のデータベースに掲載されているのは，関東地方と箱根・伊豆地域および瀬戸
内から北九州に至る西日本地域についての産出地のうち約70箇所であり，このほかの地域（例えば
北海道）についての産出地については未調査である。また関東地方や西日本におけるガラス質安山岩
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表1　石器素材としての火山岩の名称
火山岩の種類
qSio2質量％〉
　流紋岩
q70％以上〉
デイサイト
q70～63％〉
　安山岩
q63～53％〉
　玄武岩
q53％以下〉 地域的な名称
ガラス（破璃）光沢の弱い 饗婆灘繋 下呂石
無斑晶質火山岩 流紋繋
曲 鍵縛鍛舞繋磁讃 サヌカイト（讃岐岩）
1 戴夢罵震
・讃裁灘
ガラス（破璃）光沢の強い 黒耀雛（纈 十勝石・星の糞
無斑晶質火山岩 1 辮慧鍵麟獺趨げ 阿蘇石（阿蘇溶結凝灰岩）
の産出地についても未精査な地域があり，産地区分についての情報も充分でないので，ここではガラ
ス質安山岩の主要な産出地についてのみ掲載する（図1，2）。ガラス質安山岩の産出地については，
関東地方と伊豆・箱根地域の「武尊山地区」，「八風山地区」，「荒船山地区」，「姿川地区」，「大洗海岸
地区」，「箱根地区」，「伊豆半島地区」，西日本の「讃岐地区」，「二上山地区」，「冠山地区」，「宇久島
地区」，「多久地区」，「明星ノ鼻地区」，「北松浦地区」，「百津地区」，「大村地区」について記載する。
また，このほか中部・近畿地方で石器石材として利用されているガラス質流紋岩の産出地として「下
呂地区」を設定した。
皿．ガラス質安山岩の産出地研究
　西日本における旧石器～弥生時代の遺跡からは，サヌカイトなどのガラス質安山岩が遺物として多
量に出土するが，これは瀬戸内から北九州地方にかけてのガラス質安山岩の原産地の存在を反映して
いる。これらの地域の石器石材についてはK／Ca，　Ti／Ca，　Fe／Sr，　Rb／Sr，　Y／Sr，　Zr／Sr，　Ar，　Nb／Srの元
素比を求め，多変量解析の手法であるマハラノビスの距離を求めることによって原産地が推定されて
いる（藁科，1972，藁科・東村，1973・1975・1988，藁科ほか，1977・1978など）。この原産地デー
タでは，西日本における「サヌカイト」の産出地を，二上山（奈良県），五色台および金山（香川県），
冠山（広島県）のほか北九州の多久，老松山，寺山など（以上佐賀県），大串，亀岳，牟田，川棚，
福井，崎針尾など（以上長崎県）に区分した。この原産地調査によると，「サヌカイト」が広く流通
したのは，縄文時代前期から後・晩期で，二上山産の「サヌカイト」は近畿地方から中京地方まで，
五色台・金山産のサヌカイトは中国・近畿地方の日本海側や北九州地方にまで伝播したことが明らか
にされている。また中国地方では冠山産，北九州地方の多久，老松山産の「サヌカイト」の伝播が明
らかにされたが，その流通範囲は五色台・金山産のものと比べて狭い。最近では竹広（2003）が
「サヌカイト」の原産地での獲得から各地への搬入・運搬といった流通経路とその変遷を明らかにし
て，石器原材料の研究から，先史時代の社会構造を検討している。
　関東地方と伊豆・箱根地域では，ガラス質安山岩は「黒色安山岩」，「緻密（質）黒色安山岩」，「ガ
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ラス質黒色安山岩」とよばれてきていて，一見するとサヌカイトに類似する表面風化や破断面を示す
ことがある。関東地方でも，蛍光X線強度を測定して元素比から石材産地の調査が行われた（山本，
1993・1997，山本ほか，1997・1998）。このほか岩石プレパラート（薄片）を作成し，斑晶鉱物や
石基部分の組織を細かく観察して原産地を推定する方法も行われている（柴田，1994・1999，柴田
ほか，1996）。さらに蛍光X線分析とプレパラートによる双方の産地推定結果のクロスチェックによ
り，その信頼性の確認も行われている（柴田・山本，1998）。その結果，旧石器時代から縄文時代に
かけてガラス質安山岩も黒耀石と同様に，原産地からかなり離れた地域で使用されていて，とくに利
根川流域（武尊山および鏑川を含む），大洗海岸，箱根周辺を産出地とする石材が関東平野で広く流
通していたことが明らかになっている（山本，1997・山本ほか，1997・1998）。なお，長井ほか
（2005）はガラス質安山岩を蛍光X線分析装置（EDX）による定性分析で原産地を明らかにする場
合，Si，　Ti，　Fe，　Mr，　Ca，　Rb，　Sr，およびZrの8元素の定性値と定量値の相関がよいことから，　X線強
度を測定して元素比を求めることに適する元素であることを明らかにした。
皿．関東地方と伊豆・箱根におけるガラス質安山岩産出地
　関東地方および周辺地域で第四紀に噴出した火山は，大部分が安山岩溶岩を噴出している。このう
ちでガラス質安山岩を産出するのは北関東の武尊山や南関東西方の箱根火山である。八風山や荒船山
のガラス質安山岩の噴出時期は，これより古く中新世に遡る。姿川・武子川や大洗海岸で円礫として
産出するガラス質安山岩の噴出時期や噴出源は全く不明である。また，伊豆半島でもガラス質安山岩
が天城山系から発生する河川流域および河口周辺の海岸地帯から円礫として産出するが，その起源に
っいては未精査である（図1）。
1．武尊山・利根川地区
　武尊山（2158．3m）は第四紀中期に形成された成層火山である。この火山体では無斑晶質安山岩
の溶岩流が山頂から裾野にかけての山体を広く覆っていて，その平均的な厚さは50～100mである
（山口，1981）。この溶岩流には板状節理が発達し，このうちのガラス質が強い部分が山麓の木の根
沢の河床に黒色でガラス質な安山岩の亜角～亜円礫として産出する（040613－1，2）。河床礫として
は，さらに下流の利根川沿いに群馬県前橋付近（040502－2）およびその下流の埼玉県北部の本庄市・
深谷市付近でも認められる（柴田，1994）。これらのガラス質安山岩礫の破断面は，黒色でガラス光
沢を示す。しかし，なかには斑晶鉱物が大きく，含有量も多いものも認められる（中束・飯島，
1984；柴田，1999）。
2．八風山地区
　長野県と群馬県の県境で軽井沢南方に位置する八風山（標高：1315m）は，板状節理の発達した
ガラス質のデイサイト～安山岩質溶岩からなる（友野ほか，1997）。八風山溶岩の噴出は，河内
（1998）のK－Ar年代値から新鮮世と考えられる。このガラス質安山岩は，山麓の崖錐堆積物または
香坂川に注ぐ沢沿いに段丘礫や河床礫として認められる（040502－1）。その破断面は黒色で気泡は存
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図1　関東地方と伊豆・箱根地域におけるガラス質安山岩の産出地
在しない（柴田，1999）。香坂川沿いの段丘面や緩斜面では，八風山のガラス質安山岩を採取・加工
したと考えられる多くの遺跡が発見されている（須藤，1997・佐久市教育委員会，1999）。
3．荒船山地区
　荒船山（1423．5m）や兜岩山（1368．4m）では，中新世後期の火山活動によって噴出したガラス
質の荒船山溶岩（厚さ：数10～100m程度）が山頂部を覆って分布する（周藤・倉島，1970；友野
ほか，1997）。このため荒船山は周辺部が垂直な急崖をなすメサ状の山容をなしている。絶壁崖下の
崖錐堆積物や周囲の小河川の河床には，荒船山溶岩に由来するガラス質複輝石安山岩が転石として認
められる（040803－1）。また荒船山の下流にあたる鏑川でも，このガラス質安山岩が河床礫として産
出する（040803－3）。荒船山や物語山などを中心に分布する火山岩は本宿コールドロン（火山性陥没
地）とよばれる大カルデラから噴出したとされていて，このガラス質安山岩は，カルデラからの最後
の噴出物と考えられている。ガラス質安山岩礫の破断面は黒色で気泡は存在しない（柴田，1999）。
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4．姿川・武子川地区
　鬼怒川の支流である姿川や武子川の河床ではガラス質安山岩の円礫が採取できる（040305－2）。そ
の給源地は不明であるが，台地や河岸段丘からの洗い出しの可能性が強い。礫表面には爪で押したよ
うな半弧状の窪んだ模様が一面に認められる（柴田，1999）。また礫破断面は暗灰色から黒色で輝石
などの斑晶が目立つ。含有鉱物として斜長石，輝石，鉄鉱物の斑晶が多く認められるガラス質の火山
岩である（柴田，1999）。
5．大洗海岸地区
　大洗海岸では海浜礫としてガラス質安山岩の亜円礫が産出する（040305－1）。礫の形は扁平である
場合が多い。礫表面には爪で押したような顕著な半弧状の窪みが一面に認められる。また礫の破断面
は黒色で割れ口がガラス光沢を示す。黒味は関東および周辺産のガラス質安山岩のなかで最も弱い。
斑晶鉱物はほとんど認められない（柴田，1999）。大洗海岸の礫の主要な供給源である那珂川では，
同様の安山岩が確認できず，さらに沖合いの岩礁を構成する礫岩中にも確認できない。したがって供
給源は不明である。
6．箱根地区
　箱根外輪山の山体を刻む須雲川（040308－3）と早川支流火打沢河床（040307－1）では，ガラス質
安山岩の角礫～亜円礫が産出する。また，箱根外輪山が海岸に面する江ノ浦付近（040308－2）にお
いてもガラス質安山岩の海浜礫が採取出来る。これらは小さな気泡孔があるものが多いが，礫の破断
面は黒色で割れ口のガラス光沢は強い。斑晶は小さく少量である（柴田，1999）。これらの火山岩
は，いずれも箱根外輪山における古期外輪山溶岩（OS2；久野，1972）の無斑晶質安山岩に由来す
るものと考えられる。
7．伊豆半島地区
　伊豆半島では東岸の河津町河津浜（040308－1）や西岸の仁科川流域（040307－3）と仁科川河口の
大浜海岸（040307－2）でガラス質安山岩の円礫が認められる。その厳密な給源地は明らかでないが，
天城山系かその基盤をなす中新世の火山岩（湯ヶ島層群；倉沢，1972）に由来するものと考えられ
る（柴田，1999）。河津浜の海浜礫は暗灰色から黒色で，表面に斜長石の白い斑晶が認められる。仁
科川と仁科大浜では礫表面の黒味が弱く暗灰色で，若干の斑晶が認められる。礫の破断面の光沢は少
なく，気泡は認められない（柴田，1999）。
IV．西日本におけるガラス質安山岩産出地
　西日本のなかで近畿・四国・中国地方では，石器石材として利用できる黒耀石を産出しない。この
ことから黒耀石に代わってサヌカイトやガラス質安山岩を石器原石として，瀬戸内技法という独特な
横剥ぎの技法でナイフ形石器が作られている。「瀬戸内火山帯」（柴田，1968）の主要な火山活動は
中新世と古いため，これらの火山岩を噴出した火山体としての地形はほとんど残っていない。サヌカ
イトにっいては，讃岐地方においても，含有する斑晶鉱物や石基部分に含まれる斜長石の形状や配列
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に違いがあり，複数の火口から噴出したと考えられる。また北九州においては，サヌカイトの噴出と
時期を同じにする安山岩類もあるが，これより新しい第四紀の火山活動による緻密でガラス質な溶岩
流も認められる（図2）。
1．讃岐地区
　瀬戸内海に面する讃岐地方では，花崩岩類の上位に安山岩質溶岩が重なり，五色台（標高：337～
479m），屋島（292．5m），城山（463m）のように山頂部が緩やかに起伏する台地状のメサや飯野山
（通称：讃岐富士，422・m），金山（282m）などの円錐形のビュートの地形が低地のなかに残丘（モ
ナドノック）として讐えている。これらの残丘の山頂部を覆って広く分布する安山岩溶岩は讃岐岩質
安山岩とよばれていて，この最上部の斑晶が極く少ない緻密なガラス質安山岩をサヌカイト（讃岐岩）
とよんでいる。サヌカイトは稀に古銅輝石の針状微斑品を含み，石基が微細な斜方輝石，鉄鉱物で斜
長石をほとんど含まない安山岩またはデイサイトである。五色台とその周辺における火山岩の岩石学
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図2　西日本におけるガラス質安山岩（サヌカイト）の産出地
　　＊印はガラス質流紋岩
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的研究により，この地域の火山岩が複数の単成火山から噴出した溶岩流からなること，そのK－Ar年
代が14．2－13．1Ma，であることが明らかにされている（Sato，1982）。サヌカイトの産出地としては，
五色台（高松市，坂出市，国分寺町）の青峰（030314－1），五夜谷（040319－2），国分台（030314－2），
蓮光寺（030420－1），白峰（030419－5），黒峰（03419－3），法師谷（030728－1），東分（030419－6）
および坂出市金山（030316－1，030420－4），同城山（030316－2），同雄山（030728－2）などで，こ
れらの地域では顕著な板状節理が発達する安山岩の露頭として，または山頂部の地表面や山麓部の崖
錐堆積物として認められる。なかでも金山産のサヌカイトは薄く板状に割れることから，旧石器時代
以降縄文時代を通じて石器石材として広く利用され，瀬戸内地方の多くの遺跡から産出する。またサ
ヌカイトは兵庫県淡路島などでも転石として認められ，このうち淡路町岩屋では海浜礫として産出
し，このようなサヌカイト礫も石器原材料として利用された（藁科・東村，1988）。
2．二上山地区
　大阪府と奈良県の県境に位置する二上山には，二上層群とよばれる第三紀中新世の火砕流や溶岩流
それに火山岩起源の礫層などから構成さていて，下位からドソズルボー累層，原川累層，定ヶ城累層
に区分されている（二上山地学研究会，1986）。これらの火山岩についてはサヌカイトの産出地であ
る讃岐地方と同じ瀬戸内火山帯に属することから，この地域から産出するガラス質安山岩はサヌカイ
トまたはサヌキトイドの名称が使用されているが（佐藤，1999），讃岐産と二上山産では噴出源が異
なり，したがって岩石学的特性にも違いが認められることから，ガラス質安山岩の用語を適用する。
二上山周辺の春日山（大阪府羽曳野市・太子町）では斜方輝石や単斜輝石の斑晶を僅かに含む安山岩
（複輝石安山岩）で，その一部がガラス質で貝殻状に割れる（山崎・赤石，2002）。著しくガラス質
な安山岩には，斑晶鉱物は認められず，石基部分は針状結晶からなる斜長石の微晶によって埋められ
ていて，それが流理に沿って配列する（ピロタキシテイックな無斑晶質安山岩）。石器石材として利
用された，このようなガラス質安山岩は，二上山周辺の丘陵地を形成する大阪層群に挟まれる礫層
（瑞宝園粘土・礫互層，送迎礫層）やその崖錐性堆積物中にも認められる（030505－1，2）。二上山山
麓のサカイ・平地山の両遺跡（香芝市田尻）では，数百カ所に及ぶガラス質安山岩の採掘坑が認めら
れたが，ここでも大阪層群からの崖錐堆積物中のガラス質安山岩の礫塊を採掘していて，旧石器時代
から弥生時代にかけての原産地遺跡であることが明らかにさ：れている（香芝市二上山博物館，2000；
香芝市教育委員会・奈良県立橿原考古学研究所，2003）。
3．冠山地区
　冠山・冠高原は西中国山地の南端広島県と山口県の県境付近に位置し，冠山（標高：1339m）は
更新世初期に活動した火山で，最初に玄武岩溶岩を，その後安山岩溶岩が噴出したとされている（広
島県地学ガイド，0000）。これらの溶岩流は冠山火山および冠高原から鬼ヶ城山にかけての山頂部に
分布し，メサ状の地形を形成している。石器石材としては，安山岩質溶岩のなかのガラス質な部分の
転石が利用されていて，その分布は冠高原の低丘陵地やその周辺の太田川流域，錦川の支流である宇
佐川流域の河床や段丘面，飯山貯水池周辺などに転石として認められる。とくに冠高原スキー場
（030927－1）とラジコソ飛行場（040925－3）の山頂部では，ガラス質安山岩の巨礫が多く露出する
53
文化財の自然科学的分析による文化圏の研究　　ガラス質安山岩産出地データベースー
が，いずれも角礫状の転石である。その礫表面にはサヌカイトと同様な窪みや溝が認められる。プレ
パラート検鏡では斑晶鉱物として斜方輝石と単斜輝石のほか僅かに角閃石の微斑晶が認められる。ま
た石基部分は針状の斜長石の微晶と僅かに輝石の微晶で占められ，ガラス部分は顕著でない（複輝石
無斑晶質安山岩）。このほか斑晶鉱物としてオパサイト縁をもつ普通角閃石のみを含むものも認めら
れる（普通角閃石無斑晶質安山岩）。冠高原一帯には，旧石器時代から縄文時代にかけての原産地遺
跡が多数分布していて，冠遺跡群とよばれている（広島県教育委員会，2001）。
4，宇久島地区
　長崎県北松浦郡宇久島には鮮新世の宇久火山岩類が分布するが，このうち城ヶ岳周辺には野方安山
岩（松井，1990）のガラス質で緻密な安山岩の巨礫が山麓の風化土壌（レス）中に多数認められる
（040331－1）。また，これらのガラス質安山岩礫は洗い出されて地表の畑にも多く散乱する。また乙
女ヶ鼻などの海岸地帯でも，これらのガラス質安山岩が海浜礫として多数認められる（040331－3）。
プレパラート検鏡では，斑晶鉱物に斜長石，単斜輝石，斜方輝石，カソラン石，石英，鉄鉱物が認め
られ（カソラン石複輝石安山岩），このうち石英は著しく融食されたものが目立つ。
5．松浦地区
　北松浦半島には中新世の玄武岩～安山岩溶岩が広く分布していて，北松浦玄武岩類（Kurasawa，
1967・白木ほか，1996）と呼ばれている。このうち松浦市今福町寺山免（991218－2），同志佐町横
辺田免（991218－1），同調川町松山田免（050319－1）では，黒色緻密ガラス質安山岩溶岩とその転
石，河床礫が認められる。また星鹿半島の松浦市下田免の海岸（050319－2），大崎免の海岸（050319
－4）でも海浜礫として産出する。これらは，北松浦玄武岩類の一部であるB3安山岩（松井ほか，
1989）の緻密な無斑晶質部分（白木ほか，1996）に相当する可能性がある。また伊万里市腰岳中腹
で認められる無斑晶質安山岩（「腰岳系」）（021226－4③，030721－2）も，このB3安山岩の一部と考
えられている（長岡ほか，2003）。
5．多久地区
　佐賀県多久市で鬼ノ鼻山（標高434．6m）の屏風状に饗えるメサ状の山体は，中新世に噴出した鬼
ノ鼻山安山岩（長岡ほか，2003）とよばれる斜方輝石・単斜輝石の斑晶を含む安山岩によって形成
されている。このうち多久市下鶴の採石場（040329－1）における，この安山岩の厚さは100～150m
あり，このうち下部は斑晶が多く板状層理が発達した溶岩流であり，比較的上部にあたる部分の厚さ
7～8mが無斑晶でガラス質（無斑晶質複輝石安山岩）となっている。このガラス質安山岩は石器石
材として多用され，「多久産サヌカイト」として知られている。鬼ノ鼻山の山麓一帯（たとえば多久
聖廟付近）では，このガラス質安山岩の表面が溶蝕されて独特の形状を示すガラス質安山岩が多く認
められ，周辺地域では多久三年山遺跡などの遺跡が知られている。なお，鬼ノ鼻山の北東約15kmに
ある佐賀県三ヶ月町岡本（040329－2）では，丘陵南麓の緩斜面の表層に多数のガラス質安山岩が散
乱していて，旧石器時代の遺跡の存在が知られている。これらのガラス質安山岩も鬼ノ鼻山安山岩と
『連の噴出物と考えられる。プレパラート検鏡では，斑晶鉱物に輝石（単斜輝石，斜方輝石）が多い。
石基部分は針状の斜長石の微晶からなり，流理に沿って配列している。ガラス質部分は顕著でない。
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6．明星ノ鼻地区
　針生島南端にある岬である明星ノ鼻の海浜に露出する安山岩は針生瀬戸安山岩（山口，1963），明
星ノ鼻安山岩（阪口・迎，1969），不動産安山岩（長浜・松井，1982）などに相当し，鮮新世に噴出
した溶岩流である。針生瀬戸安山岩は複輝石を含む安山岩で，部分的に黒色緻密なガラス質部分が挟
まれている（長岡ほか，2003）。明星ノ鼻の岬では，これらの安山岩が波食棚（ベンチ）を形成して
いて，ここにガラス質部分が挟まれるほか，海浜礫としても認められる（021227－3）。
7．川棚地区
　大村湾南東岸や虚空蔵山周辺，多良岳北西麓に分布する安山岩は百津安山岩（坂口・迎，1970・
1982）とよばれ，針生瀬戸安山岩に対比されている（長岡ほか，2003）。川棚町百津（021227－2），
嬉野町松尾（030722－2）などでは，この百津安山岩に由来すると考えられる黒色緻密なガラス質安
山岩の角礫が地表面から産出する。
8．大村地区
　嬉野町岩屋内川流域から大村市郡川付近に分布する竜津泉安山岩（阪口・迎，1982）は，多良岳
火山の郡岳から噴出したとされている。このうち緻密なガラス質安山岩は郡岳西方，飯盛山周辺，裏
見ノ滝西方，大村市野岳湖～遠目などで認められる（阪口，1999）。大村市雄ヶ原（021227－4）では，
この安山岩のうち斑晶質な部分が粘土状に風化が進んでいて，ガラス質の部分が風化を免れて新鮮で
黒色緻密な岩塊として認められる（長岡ほか，2003）。
V．下呂石（ガラス質流紋岩）の産出地
　岐阜県益田郡下呂町の市街地の東方約3kmに位置する湯ヶ峰（標高：1，067　m）を噴出源とする
「下呂石」は，旧石器時代から縄文時代にかけて，岐阜県高山地域から関東・北陸・近畿地方にかけ
ての一帯で石器石材として広く使用されている（石原，1981，岩田，1998，2002）。湯ヶ峰火山は基
盤の濃飛流紋岩の上位に噴出した湯ヶ峰流紋岩（岩田，1995a・b）から構成され，その大部分を占
める斑晶質な部分が「小川石」，山頂付近に挟まれるガラス質な部分が「下呂石」とよばれる。顕微
鏡下での小川石は気泡が多く見られるのに対し，下呂石には気泡がほとんど認められない。下呂石と
しての産状を示す流紋岩が産出するのは，山頂付近（040530－1，2）の厚さ6～7m程度で，それも
斑晶質部分とガラス質部分が互層することが多い。また湯ヶ峰流紋岩流基底の火砕サージの噴出物中
にも角礫状の下呂石が含まれていて，湯ヶ峰火山初期の火山活動はマグマ水蒸気爆発で始まり，その
後溶岩流の噴出に移行したと考えられる（岩田，1995a・b，1999）。
　この下呂石については，その風化表面の形状や剥離した際に鋭利なエッジを持ち，貝殻状断口など
の見かけがサヌカイトと類似することから安山岩（あるいはデイサイト）とされることがあった。し
かし下呂石は，斑晶および石基鉱物として黒雲母を僅かに含み，元素分析でもSiO2を75％以上含む
ことから，明らかに流紋岩（ガラス質黒雲母流紋岩）に分類できる。（岩田，1995b）。下呂石は湯ヶ
峰火山の山麓を流れる乗政川の河床（030812－1）にも産出し，その下流域にあたる飛騨川・木曽川
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沿いでも広く認められる（岩田，2002）。
　このように下呂石は黒耀石と同類の流紋岩質な石器石材であるが，破璃光沢が黒耀石より弱いこと
や，下呂石産出地が近畿地方のガラス質安山岩の産出地に近く，双方の石材が同じ遺跡から出土する
事が多いことから，遺物の産地同定にあたってはガラス質安山岩と同一条件で分析することが現実的
である。なお藁科・東村（1988）は下呂石をサヌカイトと同類の石材として扱っている。
V［．蛍光X線分析による産地推定
　ガラス質安山岩やサヌカイトの自然石からガラスビートを作成して蛍光X線分析装置により定量
分析する場合は，白色風化した表面部分や脈状変質部分を取り除いて測定試料とする。また定性分析
する際，自然石では破砕することによって新鮮でなるべく平滑な黒色面を露出して測定を行う。ここ
では波長分散型蛍光X線分析装置（WDX）による定量分析とエネルギー分散型蛍光X線分析装置
（EDX）による定性分析を平行して行い，元素分析データの収集と比較を行った。
　蛍光X線装置による元素分析で正確な定量値を得るには，試料を粉砕してプレスしたブリケット
を作成するか，もしくはガラスビードを作成して定量分析をする必要がある。しかし，遺跡から出土
した石製遺物は，一般に切断・粉砕などが行えないことから非破壊で分析する場合が多い。とくにガ
ラス質安山岩は表面が白色風化していることが多いことから，表面の風化を取り除くために圧縮空気
によってアルミナ粉末を吹きつけて，風化部分を薄く剥離して測定する
　ここでは蛍光X線分析装置によって元素分析を行ったのは，ガラス質安山岩をはじめとする原石
試料である。各々の「地区」内における試料の産出地は「系」で示してある。
1．定量分析
1）　測定試料の作成
　ガラス質安山岩について均質な測定試料を得るため，約25～100gを岩石圧砕機，鉄製乳鉢，メノ
ウ製ボールミルを用いて粉末化し，マッフル炉を用いて大気雰囲気下，600℃で1時間酸化させた。
次いで試料1gと融剤（Li2B407）5gを電子天秤で秤量し，メノウ製乳鉢で混合した。ビード化は自
動ガラスビード製作装置で行い，大気雰囲気下，1100℃で8分間溶融した。
2）測定条件
　定量分析にあたっては，明治大学文化財研究施設の蛍光X線分析装置（リガク製，RIX1000）を
用いた。蛍光X線管球にはCr対陰極管球を使用し，印加電圧，電流は50　kV，50　mAとした。　X線
通路は真空（3．OPa）とし，サンプルのマスクは直径30　mmとした。分光結晶にはLiF1，　Ge，　PET，
TAPの4種から，検出器にはプロポーショナルカウソタ（PC），シンチレーショソカウソタ（SC）
の2種から，測定元素に応じて最適なものを選択し使用した。測定時間は測定元素の特性X線ピー
クで40秒一200秒，バックグラウソドで10秒一200秒間の範囲内で最適な値に設定した。検量線作成標
準試料は佐野（2002）に準じた。測定元素は主要10成分Si，　Ti，　Al，　Fe，　Mn，　Mg，　Ca，　Na，　K，　Pと微量
成分Rb，　Sr，　Y，　Zr，　Ba，　Cr，　Ni，　V，　Co，　Znとした。　Y，　Zr，　Ba，　Cr，　Vについては妨害元素の重なり補正を
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おこなった。未知試料測定時には標準試料JA－3，　JB－1b，　JG－1，JGb－1，JR－1を同時に測定し，これら
を用いてドリフト補正をおこなった。分析結果は主要10成分を酸化物wt％の形であらわし，合計を
100％に規格化して表記した。その際Fe酸化物は全鉄FeO＊とした。微量成分については規格化せず
ppmであらわした。検量線確度および測定再現性（繰り返し測定時の標準偏差）を表2に示す。
3）分析結果
　今回測定された試料のSiO2含有量は47．6～74．7wt％の範囲にあり，全岩化学組成による分類上は
玄武岩から流紋岩まで含まれる。しかし大部分は58～66wt％に集中し（図3－1），安山岩からデイサ
表2　XRF定量分析における検量線確度と測定再現性（試料：標準試料JA－3）
wt％
Sio2 Tio2 Al203FeO＊MnOMgOCaONa20K20 P205
JA－3
iA－3
推奨値
ｽ均値
62．78
U2．23
0，706
O，710
15．69
P5．98
5．92
U．23
0，105
O，107
3．75
R．72
6．29
U．38
3．22
R．10
1．42
P．43
0，117
O，117
JA－3標準偏差 0．24 0，003 0．20 0．01 0，001 0．03 0．03 0．09 0，003 0，001
検量線確度 0．64 0，030 0．47 0．20 0，058 0．22 0．11 0．12 0．06 0，009
ppm
Rb Sr Y Zr Ba Cr Ni V Co Zn
JA－3
iA－3
推奨値
ｽ均値
36．7
R8．3
287
R02
21．2
Q2．4
118
P18
323
R16
66．2
U3．6
32．2
S9．3
169
P72
29．5
Q0．5
67．7
V1．4
JA－3標準偏差 0．7 3 3．5 6 6 7．6 5．9 7 1．8 1．5
検量線確度 15．0 25 79 16 46 29．0 5．2 23 7．3 1．2
JA－3推奨値はImai　et．a1，（1995）による。
JA－3平均値は検量線作成後4ヶ月間の平均値（N＝6）。
主成分は推奨値，平均値ともに無水100％換算値で表示した。
25
20
15
10
5
0
　4446485052　5456586062646668　707274　76　78
　　　　　　　　　　　　　　　　　Sio2wt％
図3－1　ガラス質安山岩のSiO2含有量の頻度分布
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イトの領域内にある。
　分析値をSiO2変化図上（図3－2～11）で地域別に概観すると，関東地域ではTi，　Fe，　Mn，　Ca，　Y，　V，
Znに富み，　Fe／Mg比が高く（ソレアイト系列領域），　K（中～低カリウム系列領域），　Rb，　Zr，　Cr，　Ni，
Coに乏しい。そのなかでも南関東（伊豆半島，箱根）および大洗海岸のものは北関東のものよりK，
Rb，　Baに乏しい傾向にある。中部地域（下呂）はK（高カリウム系列領域），　Rb，　Sr，　Baに富む流紋
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図3－2sio2変化図（1）上：sio2－Tio2図，下；sio2－Al203図
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SiO2－Mgo図
岩である。四国地域ではAl，　K（中～高カリウム系列領域），　Rb，　Zrに富み，　Ti，　Fe，　Mn，　Ca，　Y，　V，
Co，　Znに乏しい傾向にある。近畿地域は四国地域と類似しているが，淡路町岩屋（四国地域の讃岐
五色台に類似）以外は，Caに富みP，　K，　Rbにやや乏しい。
　中国地域はTi，　K（中～高カリウム系列領域）に富みFe，　Mn，　Ca，　Yに乏しいが，冠山東はAl，　Na，
P，Sr，　Zrに富みNi，　Crに乏しい特徴がある。九州地域では北松浦半島で中～高カリウム系列の玄武
岩～玄武岩質安山岩が含まれる。安山岩～流紋岩組成の岩石はMg，　K（高カリウム系列領域），　Rb，
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SiO2変化図（3）上：SiO2－MgO図，下：SiO2－CaO図
Cr，　Ni，　Coに富みFe，　Mn，　P，　Y，　Zr，に乏しく，Fe／Mg比が低い。宇久島ではFe，　Mn，　P，　K，　Y，　Zr，
Ba，　Znに富み，　Fe／Mg比が高く，Mg，　Ca，　Cr，　Ni，　V，　Coに乏しい。とくにFe／Mg比が極めて高いソ
レアイト質安山岩（アイスランダイト）の組成となっている。
　以上のような全岩化学組成の差異は，マントル上部から島弧下へ供給される初生玄武岩質マグマの
組成の島弧横断方向の違い（たとえばSakuyama，1983）だけに起因するものではなく，安山岩質～
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SiO2変化図（4）上：SiO2－Na20図，下：SiO2－K20図
流紋岩質マグマの生成過程の違い（結晶分化作用やマグマ混合作用，地殻の部分溶融など），地殻構
成物質の不均質，場の条件の違い（温度・圧力など），それらの時間的変遷を含んでいるものと思わ
れる。したがって「ガラス質安山岩」の成因の解明には随伴する火山岩類も含めた鉱物化学組成や希
土類元素組成，同位体組成などの検討を必要とする。しかし地域性が認められることは，さまざまな
条件が一定の範囲に収まることを示しており，未知原産地由来の試料においても大まかな産出地域の
推定は可能であると思われる。
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図3－6Sio2変化図（5）上：SiO2－P205図，下：sio2－FeO＊／MgO（Miyashiro）図
　　　TH：ソレアイト系列，　CA：カルクアルカリ系列の組成変化トレンドの分布領域（Miyashiro，1974）
4）　原産地判別図の作成
　以上の分析結果を用いてガラス質安山岩の原産地推定をおこなうことはほぼ可能であるが，考古遺
物に適用するには，石器試料の表面分析をおこなった際にも安定した分析結果が得られる元素の組み
合わせを選定する必要がある。定性分析用のエネルギー分散型XRF分析装置において比較的安定し
た測定結果が得られる元素比からAl／Si，　K／Ti，　Fe／Ti，　K／Ca，　Ti／Ca，　Fe／Sr，　Rb／Sr，　Zr／Sr（長井ほか，
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SiO2変化図（6）上：SiO2－Rb図，下：SiO2－Sr図
2005）を用いて，原産地判別図を作成した（図3－12～14）。
　図には各地域の分布アウトラインのみを示したが，地域・原産地による差異が認められる。地域に
より特に有用な図は異なり，たとえば関東地域はAl203／SiO2－K20／Sio2（図3－12上）とTio2／K20－
FeO＊／Sr（図3－14下）が，四国地域はFeO＊／TiO2－FeO＊／CaO（図3－12下）が，中国地域はK20／
CaO－Rb／Sr（図3－13下），九少1・1地域内にはRb／Sr－FeO＊／Sr（図3－14上）やK20／CaO－Rb／Sr（図3
－13下）がそれぞれ他地域との区別や地域内の原産地の区別に有用である。常に近接した領域にプロ
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　図3－8sio2変化図（7）上：sio2－Y図，下：sio2－zr図
ットされる地域・原産地（例えば四国地域と近畿地域，九州地域の一部原産地）においても，各原産
地の相互の位置関係が図によって異なるので，ほとんどの原産地の判別が可能であると思われる。
2。定性分析
1）　測定試料の作成
　1遺跡から出土した石器や剥片は原則的に破壊する事が出来ない。そこで石器原石について定性分
析を行い，X線強度比から原産地判定を行うための判別図を作成することが行われる。測定試料に
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SiO2変化図（8）上：SiO2－Ba図，下：SiO2－Cr図
は，原石を打割って適度な大きさに整形したものを用い，新鮮な破断面または研磨面を測定した。ま
た，必要に応じて超音波洗浄器によってクリーニングを行った。
2）測定条件
　定性分析にあたっては，明治大学文化財研究施設のエネルギー分散型蛍光X線分析装置（日本電
子データム製，JSX－3201）を使用した。　X線管球はターゲットがRh（ロジウム）のエンドウイン
ドウ型である。管電圧は30　KV，電流は抵抗が一定となるよう自動設定とした。　x線検出器はSi
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　図3－10sio2変化図（9）上；sio2－Ni図，下：sio2－v図
（ケイ素）／Li（リチウム）半導体検出器を使用した。試料室内の状態は真空雰囲気下とし，　X線照射
面径は32mmとした。測定時間は，600　secである。測定元素は，主成分元素はSi，　Ti，　Al，　Fe，　Mn，
Mg，　Ca，　Na，　Kの計9元素，微量元素はRb，　Sr，　Y，　Zrの計4元素の合計13元素である。また，判別グ
ラフ作成用のパラメータには特定元素の強度比を用いた。
3）　原産地判別図の作成
　現段階では，定性分析でガラス質安山岩製石器の産地推定を行うための判別図を特定できていな
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SiO2変化図㈹上：SiO2－Co図。下：SiO2－Zn図
い。黒耀石の分析で有効なRbやSrといった微量元素主体の判別では値のばらつきが大きいため，
主要元素の強度比パラメータを用いた判別図作成が有効と考えられる。
　ここでは，試験的に遺跡出±石器を分析した際に用いた，K20／TiO2－FeO／TiO2とAl20／SiO2－K2
0／Sio2の判別図を，関東地方および伊豆・箱根地域，それと西日本地方の産出地について図4に示
す。K20／TiO2－FeO／TiO2（図4上）で大方の地域別に区分することが可能だが，九州地方と讃岐五
色台系や関東地方と松浦横辺田免系等一部の地域間で重複する部分が認められる。そうした部分は他
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図3－12　ガラス質安山岩判別図（1）上：Al203／SiO2－K20／SiO2図，下：FeO＊／TiO2－FeO＊／CaO図
のパラメータによる判別図，例えばAl20／sio2－K20／sio2（図4下）等を用いて補うことが可能であ
る。
　遺跡から出±したガラス質安山岩の遺物については，こうした判別図をもとに産地同定を行うこと
になるが，ガラス質安山岩は黒耀石よりも，色調，質感など肉眼による産地同定が難しい。そこで原
産地を判定するためには，元素分析だけではなく，顕微鏡下における流理構造，含有鉱物の種類，晶
子形態，屈折率等を多方面から検討する必要がある。とくに出土遺物の原産地が遠隔地にあると推定
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図3－13　ガラス質安山岩判別図（2）上：K20／CaO－FeO＊／Sr図，下：K20／CaO－Rb／Sr図
される場合には，複数の分析手法を用いるなど慎重を期すべきである。
皿．ガラス質安山岩産出地データベース（付　黒耀石追加産出地）
　関東地域と西日本地域のガラス質安山岩の産出地について現地調査を行い，産出地の地名，採取位
置（緯度・経度），岩質，産状などを記載したデータベースを作成した（資料1）。以下に各コラムの
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内容を説明する。
　コラム1）産出地点番号：このデータベースの産出地点の整理番号である。
　コラム2）産出地：これまでの文献資料等にガラス質安山岩の産出地として報告のあるところを現
地調査によって確認した。現地調査は2003年度から開始したが，まだ現地調査を継続中である。な
お，産出地の市町村等の地名については，この報告書の作成過程では市町村合併が進行中であり，大
部分は合併以前の行政区画で示されている。産出地区はガラス質安山岩の一次産出地である火山体や
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火山岩地域，また二次産出地である丘陵地，段丘，河川の流域，海岸地帯を地域単位として分類した。
　コラム3・4）5万分の1地形図・2．5万分の1地形図：試料採取地点が該当する国土地理院発行の
地形図の図幅名称である。それぞれの採取地点については，2．5万分の1地形図に記入した（図5－1
～11）。
　コラム5）緯度・経度：2．5万分の1地形図で計測した緯度・経度を表記したものである。しかし，
平成14年4月1日以降に測地法が改正され，ここで使用した従来の「日本測地系」による経緯度か
ら「世界測地系」による経緯度に変わる。平均的には緯度が約＋12秒，経度が約一12秒加わったも
のになる。将来的には「世界測地系」に換算した経緯度を表記することになることも考えられる。産
出地リストでは，地方別に緯度が高い地区順（各地区において最も高緯度の地点を基準とした）に掲
載してある。
　コラム6）試料採取番号：現地調査の際に試料に付けられた番号で，基本的に採取年月日と採取番
号で示してある。試料が寄贈されたときは，試料を受理した西暦年月日（または採取年月日）を表記
してある。
　コラム7）エネルギー分散型蛍光X線分析装置（JSX3261）による定量分析の測定番号である。
　コラム8）波長分散型蛍光X線分析装置（RIX1000）による定量分析の測定試料番号である。
　コラム9）岩質・産状・地層名・年代・分析結果を記載した。
　コラム10）文献：産出地について記載した主な論文・報告書の著者と発表年（カッコ内）を記載し
た。
　なお，このデーターベースにはガラス質安山岩のほかガラス質流紋岩の産出地などについても収録
されている。黒耀石の追加産出地（資料2）についてのコラム欄の記載は，杉原・小林（2004）と同
じである。ただし，すでに杉原・小林（2004）のデータベースに掲載された産出地の再調査につい
ての記録は省略した。
田．おわりに
　本稿はガラス質安山岩の産出地データベース掲載を目的に作成されたもので，文献等の資料収集は
小林，現地調査は杉原が担当した。本稿の内容のうち，W章の定量分析は文化財研究施設の長井雅史
氏，平野公平氏，定性分析は同施設の鈴木尚史氏が担当した成果を用いた。長崎大学の長岡信治氏に
は北九州地方における現地調査や試料採取，岐阜県高山市三枝小学校教諭の岩田　修氏には下呂石の
採取，考古石材研究所の柴田　徹氏には岩石・鉱物の顕微鏡観察，（元）大学院博士後期課程の神谷千
穂氏には文献・資料整理をそれぞれお手伝い頂いた。また富士常葉大学の佐野貴司氏には定量分析の
検量線標準試料の提供を受け，分析手法についていろいろと助言を頂いた。東北大学の嶋野岳人氏と
（元）文化財研究施設の石原園子氏には定量分析の試料調整についてご協力頂いた。また紙面の関係で
お名前を掲載できないが，このほかにも多くの方々に現地を案内して頂いたり，資料収集にご協力頂
いた。ここに合わせて厚くお礼申し上げます。採取した試料は明治大学文化財研究施設に地域別，採
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取地点別に保管してある。この報告書に掲載してある地図を利用して，現地観察を行うことも可能で
あるが，学術研究以外の目的で無用に試料を採取することは謹んでほしい。今後は，このデータベー
スをもとに，日本各地の遺跡から出土する黒耀石やガラス質安山岩について原産地調査を進めたい。
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lk， 蝋k蝋030721－2
（021226－4③
0　　　　500m
L一図5－10　2．5万分の1地形図
左上：多久　　　　右上：武雄
左中：蔵宿・有田　右中：彼杵
左下：川棚・彼杵　右下：川棚
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0　　　　500m
図5－112．5万分の1地形図
　　　武留路山
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資料1．　ガラス質安山岩産出地（下呂ガラス質流紋岩産出地を含む）
1．関東・中部地方
?? ?? ??
4）
??
6）
??
8） 9） 10）
地点
ﾔ号 産　出　地
5万分の1
n形図
2．5万分の
P地形図 緯度・経度
試料採取
@番号
分析試
ｿ名
分析の
L無
岩石名・地区状・地層名
@　・年代・分析結果 文　献
1
［武尊山地区］
Q馬県利根郡水上町，咲倉沢合
ｬ点堰堤付近河床
藤原 藤原 36°51’49”P39°06「14”040613－2 岩石名：無斑晶質安山岩Y　状：河床礫 峯昌欄
2
［武尊山地区］
Q馬県利根郡水上町，木の根沢
縺C水源の森キャソプ場
藤原 至仏山 36°50’38”P39°10「37040613－1S－MTA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩Y　状：河床礫
山口（1981）
ﾄ田（1999）
3
［姿川・武子川地区］
ﾈ木県下都賀郡壬生町，石橋
ｬ，姿川河床
壬生 壬生 36°28’51”P39°50「34”
040305－2
i柴田徹採
諱j
S－SGA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩Y　状：河床礫 柴田（1999）
4
［利根川地区］
Q馬県前橋市，大渡橋北約300
香C利根川河床
前橋 前橋 36°24’21”P39°03700”
040502－2
i柴田徹同
s）
S－OBA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩Y　状：河床礫 柴田（1999）
5
［大洗海岸地区］
?骭ｧ東茨城郡大洗町，大洗海ﾝ 磯浜 磯浜
36°18’53”
P40°35ダ39”
040305－1
i柴田徹採
諱j
S－OAA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩Y　状：海浜礫 柴田（1999）
6
［八風山地区］
ｷ野県佐久市，八風山，香坂川
纓ｬ
御代田 御代田 36°16「14「7P38°35「47”
040502－1
i柴田徹同
s）
S－HKA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩Y　状：河床礫
須藤（1997）
ｲ久市教育
ﾏ員会
i1999）
ﾄ田（1999）
7
［荒船山地区］
Q馬県多野郡吉井町，多胡橋
ｺ，鏑川河床
冨岡 冨岡 36°15F56〃P38°59’42”040803－3
岩石名：無斑晶質安山岩
Y　状：河床礫
周藤ほか
@　（1970）
ﾄ田（1999）
8
［荒船山地区］
Q馬県甘楽郡下仁田町，市ノ萱
?纓ｬ小屋場
御代田 荒船山 36°13「27”P38°38’05”040803－2S－AFB切断済 岩石名：無斑晶質安山岩Y　状：河床礫
周藤ほか
i1970）
ﾄ田（1999）
9
［荒船山地区］
Q馬県甘楽郡下仁田町，市ノ萱
?纓ｬ，相沢川河床
御代田 荒船山 36°13「02”P38°39’18”040803－1S－AFA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩Y　状：河床礫
周藤ほか
i1970）
ﾄ田（1999）
10
［箱根地区］
_奈川県足柄下郡箱根町，宮城
?C河床
小田原 関本 35°15758”P39°02「57”
040307－1
i柴田徹採
諱j
S－HKN8切断済 岩石名；無斑晶質安山岩Y　状：河床礫 柴田（1999）
11
［箱根地区］
_奈県足柄下郡箱根町，須雲川
ﾍ床
小田原 箱根 35°12’34”P39°04FO5”
040308－3
i柴田徹採
諱j
S－HKN5切断済 岩石名：無斑晶質安山岩Y　状：海浜礫 柴田（1999）
12
［箱根地区］
_奈川県小田原市江之浦
芻Kノ浜
小田原 小田原? 35°11’13”P39PO8「33”
040308－2
i柴田徹採
諱j
S－ODA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩Y　状：海浜礫 柴田（1999）
13
［箱根地区コ
_奈川県足柄下郡真鶴町，岩大
ｴ付近海岸
熱海 真鶴岬 35°09’44”P39°08’45”
040728－1
i柴田徹・
ｷ井雅史
ｯ行）
S－MDA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩Y　状：海浜礫 柴田（1999）
14
［伊豆半島地区］
ﾃ岡県賀茂郡西伊豆町仁科川河ｰ 下田 仁科
34°4745”
P38°48「36”
040307－3
i柴田徹採
諱j
S－NKA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩Y　状：河床礫 柴田（1999）
15
［伊豆半島地区］
ﾃ岡県賀茂郡河津町
｡井浜
下田 下田
@　1
34°4745”
P38°48’36り
040308－1
i柴田徹採
諱j
S－IHA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩Y　状：海浜礫 柴田（1999）
16
［伊豆半島地区］
ﾃ岡県賀茂郡西伊豆町
m科川河口，大浜海岸
下田 仁科 34°45’48”P38°46’41”
040307－2
i柴田徹採
諱j
S－NKB切断済 岩石名：無斑晶質安山岩Y　状：海浜礫 柴田（1999）
17
［下呂地区］
?血ｧ益田郡下呂町，湯ケ峰く
ｸれ
下呂 宮地 35°48「11”P37°16’50”0405304S－GRA切断済
岩石名：無斑晶流紋岩
n層名：百津安山岩（湯
@　　　ヶ峰火山）①下
@　　　呂石，②小川石
石原
笂c
18
［下呂地区］
?血ｧ益田郡下呂町，湯ケ峰長
ｴ谷
下呂 宮地 35°48’05”P37°172r040530－2S－GRB切断済
岩石名：無斑晶質流紋岩
@　　　（下呂石）
n層名：百津安山岩（湯
@　　　ヶ峰火山）
石原
笂c
19
［下呂地区］
?血ｧ益田郡下呂町，乗政川河
ｰ（大渕）
下呂 宮地 35°47’35”P37°1γ42〃030812－1S－GYU
岩石名：無斑晶質流紋岩
@　　　（下呂石）
n層名：百津安山岩（湯
@　　　ケ峰火山）
石原
笂c
?
88
2，近畿・四国・中国地方
?? ?? ??
4）
?? ??
7）
?? ??
10）
地点
ﾔ号 産　出　地 5万分の1n形図
2．5万分の
P地形図 緯度・経度
試料採取
@番号
分析試
ｿ名
分析の
L無
岩石名・地区状・地層名
@　年代・分析結果 文　献
20
［二上山地区］
ﾞ良県香芝市穴虫，道路切割り
i二上山北方）
大阪東南部 大和高田 34°32’36”P35°4σ16”030505－1S－FAN切断済 岩石名：無斑晶質安山岩 藁科・東村i1988）
21
［二上山地区］
蜊纒{羽曳野市飛鳥，新池周辺
i二上山南方〉
大阪東南部 大和高田 34°32’00”P35°38’44「’030505－2S－FAS切断済 岩石名：無斑晶質安山岩 藁科・東村i1988）
22
［二上山地区］
ﾞ良県香芝市
i大阪府南河内郡太子町）二上R
大阪東南部 大和高田 FTA 岩石名：無斑晶質安山岩 藁科・東村i1988）
23
［和歌山梅原地区］
a歌山県和歌山市，梅原木ノ本
囁蜥J，サソナップヒルズ木ノ
{宅地造成地（城山）
和歌山 淡輪 34°15ρ44”P35°0741”0502094S－WUM切断済 岩石名：無斑晶質安山岩 藁科・東村i1988）
24 ［淡路島地区コｺ庫県津名郡淡路町岩屋 須磨
須磨
i明石）
34°33’53”
P35°Or23”040926－1S－AGAiS－MHA）切断済 岩石名：無斑晶質安山岩
藁科・東村
i1989）の梅
ｴ産
25 ［淡路島地区コｺ庫県三原郡西淡町西路 鳴門海峡 福良
@　・
34P18「56”
P34°44’52” 岩石名：無斑晶質安山岩
藁科・東村
i1990）の梅
ｴ産
26 ［讃岐法師谷地区］＄?ｧ坂出市，木沢，法師谷 玉野 五色台
34°21「54”
P33°55’42ρ030728－1S－HDA切断済
岩石名：サヌカイト
?@考：石垣に多く利用
@　　　されている
藁科・東村
i1988）
27 ［讃岐王越山地区］＄?ｧ坂出市，五色台東分 玉野 五色台
34°21ρ45”
P33°54740”030419－6S－SOK切断済
岩石名：サヌカイト
､越山産と呼ばれるが正
mには前山産である
藁科・東村
i1988）
28 ［讃岐五色台地区］＄?ｧ高松市，五色台黒峰 玉野 五色台
34°21「06”
P33°56F39〃030419－3S－SKM切断済 岩石名；サヌカイト 藁科・東村i1988）
29
［讃岐五色台地区］
＄?ｧ坂出市，五色台国民休暇
ｺ入口
玉野 五色台 34°20’48”P33°56ρ25”030419－4S－SGO切断済 岩石名：サヌカトイト 藁科・東村i1988）
30 ［讃岐五色台地区］＄?ｧ高松市，五色台青峰　　　　　　　　　　’ 玉野 五色台 34°2σ35”P33°5738”
030314－1
O30419－1S－SAO切断済 岩石名：サヌカイト
藁科・東村
i1988）
31 ［讃岐雄山地区］＄?ｧ坂出市，雌山南麓 玉野 五色台
34°20「03”
P33°53’57”030728－2S－SOY切断済
岩石名：ガラス質流紋岩
?@考：石器には利用で
@　　　きない
32
［讃岐五色台地区］
＄?ｧ高松市，五色台五夜谷
i五色台みかん園内）
丸亀 白峰山 34°19「52”P33°57「59”030419－2S－SAK切断済
岩石名：サヌカイト
ﾔ子谷産と呼ばれるが正
mには五夜谷である
藁科・東村
i1988）
33
［讃岐五色台地区］
＄?ｧ坂出市，五色台白峰（白
?宦j
丸亀 白峰山 34°19’44”P33°55F5r030419－5S－SSM切断済 岩石名：サヌカイト 藁科・東村i1988）
34
［讃岐神谷地区コ
＄?ｧ坂出市，奥，神谷神社の
k，ネーブル畑
丸亀 白峰山 34°19「20”P33°55’06”030728－3
岩石名：流紋岩？
?@考：細粒で石器には
@　　　不向き
35 ［讃岐五色台地区］＄?ｧ綾歌郡国分寺町，国分台 丸亀 白峰山
34°18’39”
P33°5748”
030314－2
O30419－7S－SKB切断済 岩石名：サヌカイト
藁科・東村
i1988）
36
［讃岐金山地区］
＄?ｧ坂出市，金山，谷町3
囑ﾚ（金山西側）
丸亀 丸亀 34°18’27P33°52’1プ
030316－1
O30420－2S－SKA切断済 岩石名：サヌカイト
藁科・東村
i1988）
37
［讃岐金山地区］
＄?ｧ坂出市，八十場（金山東
､）
玉野 白峰山 34°18’27”P33°52ダ54〃030420－4S－SYA切断済 岩石名：サヌカイト 藁科・東村i1988）
38 ［讃岐五色台地区］＄?ｧ綾歌郡国分寺町，連光寺 丸亀 白峰山
34°18’02”
P33°56ρ34”030420－1S－SRE切断済 岩石名1サヌカイト 藁科・東村i1988）
39
［讃岐川津地区コ
＄?ｧ坂出市川津町，北峯，み
ｩん畑
丸亀 白峰山 34°1758ηP33°52’49”030728－4S－KTB切断済 岩石名：サヌカイト 藁科・東村i1988）
40 ［讃岐川津地区］＄?ｧ坂出市川津町奥，宅造地 丸亀 白峰山
34°1751”
P33°52’38”
030728－5@ S－KTA切断済 岩石名：サヌカイト 藁科・東村i1988）
41 ［讃岐川津地区］＄?ｧ坂出市川津町奥，宅造地 丸亀 白峰山
34°ユ75r
P33°52「38”
030728－5A 岩石名：ガラス質流紋岩?@考：石器には利用で@　　　きない 藁科・東村i1988）
42 ［讃岐城山地区］＄?ｧ坂出市，城山山頂 丸亀 白峰山
34°1709”
P33°53’25〃
030316－2
O30420－3S－SKI切断済 岩石名：サヌカイト
藁科・東村
i1988）
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43
［冠山地区］
L島県廿日市市吉和，頓原，中
綜ｩ動車道沿い
津田 安芸冠山 34°2742”P32°04’50π30927－2S－TBA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩 穐）東村
44
［冠山地区］
L島県十日市市吉和，幟町，清
?ｴ川河床
津田 安芸冠山 34°26’58”P32°06708”040925－2S－SWA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩 藁科・東村i1988）
45
［冠山地区］
L島県廿日市吉和，冠高原，野
ﾘ畑ビニールハウス
津田 安芸冠山 34°26’01”P32°04’52”030911－1 岩石名：無斑晶質安山岩 藁科・東村i↓988）
46
［冠山地区］
L島県十日市市吉和，冠高原ス
Lー場
津田　’ 安芸冠山 34°25’50πP32°04’44「7030927－1S－KKA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩 藁科・東村i1988）
47
［冠山地区コ
L島県廿日市市吉和，冠高原，
宴Wコソ飛行場
津田 安芸冠山 34°25F4rP32°06’39”040925－3S－KKB切断済 岩石名：無斑晶質安山岩
3．九州地方
??
2）
?? ??
5） 6）
??
8） 9） 10）
地点
ﾔ号 産　出　地
5万分の1
n形図
2．5万分の
P地形図 緯度・経度
試料採取
@番号
分析試
ｿ名
分析の
L無
岩石名・地区状・地層名
@　・年代・分析結果 文　献
48
［松浦地区］
ｷ崎県松浦市星鹿町下田免（星
ｭ半島），下田海岸
平戸 志佐 33°22’42”P29°4α04f050319－2S－SMS切断済
岩石名：無斑晶質安山岩
Y　状：海浜礫
山下
i2003）？
49 ［松浦地区］ｷ崎県松浦市御厨町大崎免海岸 平戸 志佐
33°22’08”
P29°39「08”050319－4
岩石名：無斑晶質安山岩
Y　状：海浜礫
風s石の円礫も散在
山下（2003）
50
［松浦地区］
ｷ崎県松浦市調川（つきのかわ）
ｬ松山田免，湯ノ谷池（湯ノ谷
竦ﾕ）
伊万里 楠久 33°18「42”P29°45「20”50319－1S－TMU切断済 岩石名：無斑晶質安山岩風j石剥片が出土 山下（2003）
51 ［松浦地区］ｷ崎県松浦市今福町寺山免林道 伊万里 楠久
33P19’35〃
P29°45「17”
991218－2
i長岡信治
″ﾌ取）
O40330－1
S－MUA切断済
岩石名：無斑晶質安山岩
長岡（2003）
52
［松浦地区］
ｷ崎県松浦市志佐町，横辺田免
ﾑ道
佐世保 江迎
　　　　※
R3°17「56”
P29°44「31「「
991218－1
i長岡信治
″ﾌ取）040330－2S－MUB切断済
岩石名：無斑晶質安山岩
i採取試料：斑晶が目立
ﾂ）
長岡（2003）
53
［宇久島地区］
ｷ崎県北松浦郡宇久町，宇久島
ｳ女鼻
小値賀島 宇久島 33°1715”P29°0706”
980222－4
i長岡信治
″ﾌ取）040331－3S－MUC切断済 岩石名：無斑晶質安山岩 長岡（2003）
54
［宇久島地区］
ｷ崎県北松浦郡宇久町，宇久島
O浦神社大ソテツの近く
小値賀島 宇久島 33°1713曜P29°0717”
980223－2
i長岡信治
″ﾌ取）040331－4S－MUD切断済 岩石名：無斑晶質安山岩 長岡（2003）
55
［宇久島地区コ
ｷ崎県北松浦郡宇久町，宇久島
ﾘ場郷
小値賀島 宇久島 33°1σ43”P2gqo6’5r
980221－3
i長岡信治
″ﾌ取）040331－2
　　　’竦ﾎ名：無斑晶質安山岩 長岡（2003）
56
［宇久島地区］
ｷ崎県北松浦郡宇久町，宇久島
蜍v保郷
小値賀島 宇久島 33°16’38「卍P29°05’35”040331－6 岩石名：無斑晶質安山岩 長岡（2003）
57
［宇久島地区］
ｷ崎県北松浦郡宇久町，宇久島
驛P岳東
小値賀島 宇久島 33°16’22”P29°0707”
98022レ2
i長岡信治
″ﾌ取）
O40331－1
O50320－3
S－MUE切断済 岩石名：無斑晶質安山岩 長岡（2003）
58
［宇久島地区コ
ｷ崎県北松浦郡宇久町，宇久島
?_鼻付根北側海岸
小値賀島 宇久島 33°15’42”P29°04’42”050320－4 岩石名：無斑晶質安山岩 長岡（2003）
59
［宇久島地区コ
ｷ崎県北松浦郡宇久町，宇久島
莱Y畑
小値賀島 小値賀島 33914F50〃P29°0745”050320－1 岩石名：無斑晶質安山岩 長岡（2003）
60
［多久地区］
ｲ賀県小城市三日月町，岡本，
煦ｾ山玉毫寺
ﾝかん畑内（岡本遣跡）
武雄 小城 3391754”P30°13710厚
991220－1
i長岡信治
″ﾌ取）040329－2
O50318－1
i遺物）
S－TKA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩 長岡（2003）
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61 ［多久地区］ｲ賀県多久市下鶴，谷口採石場 武雄 多久
33°15「56”
P30906F49”
991219－1
i長岡信治
″ﾌ取）040329－1
O50318－1
S－TKB切断済 岩石名：無斑晶質安山岩 長岡（2003）
62
［多久地区コ
ｲ賀県多久市西ノ原梅野（鬼鼻
R北麓），旧みかん畑内
武雄 武雄 33°14’20”P33°05ρ50”050318－2S－STW切断済
地層名：鬼の鼻山安山岩
竦ﾎ名：無斑晶質流紋岩
@　　　（黒耀石？）
長岡（2003）
63 ［多久地区］ｲ賀県多久市，多久聖廟（遺跡） 武雄 多久
33°15「20”
P30°06’01”
010130－6
O30720－3S－TTS切断済
地層名：鬼の鼻山安山岩
竦ﾎ名：無斑晶質安山岩 長岡（2003）
64
［腰岳地区］
ｲ賀県伊万里市，腰岳中腹，射
o齠?
伊万里 有田 33°14「47曜P29°52745”030721－2S－KDA切断済 岩石名：無斑晶質安山岩
65 ［腰岳地区］ｲ賀県伊万里市，腰岳山頂 伊万里 蔵宿
33°14’15”
P29°52「20”
021226－4B 岩石名：無斑晶質安山岩
66 ［嬉野地区］ｲ賀県藤津郡嬉野町，松尾 早岐 彼杵
33°04’39”
P29°59「39”030722－2S－KNA切断済 地層名：百津安山岩竦ﾎ名：無斑晶質安山岩 長岡（2003）
67 ［川棚地区コｷ崎県東彼杵郡川棚町，百津郷 早岐 川棚
33°04「15”
P29°52’22”
021227－2
O30720－2S－KWA切断済 地層名：百津安山岩竦ﾎ名：無斑晶質安山岩 長岡（2003）
68
［針生瀬戸地区］
ｷ崎県佐世保市，崎針生明星ノ@ 早岐 川棚
33°02ダ53〃
P29Q46’11”
021227－3
O30722－1S－HSA切断済
地層名：針尾瀬戸安山岩
竦ﾎ名：無斑晶質安山岩 長岡（2003）
69
［針生瀬戸地区］
ｷ崎県西彼杵郡西彼町上土井
s，溜池周囲
佐世保南部 面高 33°02℃2”P29°43’01”050319－5S－NNK切断済 岩石名；無斑晶質安山岩 長岡（2003）
70
［大村地区］
ｷ崎県大村市雄ヶ原町，コマツ
d子工場前
大村 武留路山 32°55’57”P29°59ダ21”021227－4O30720－1S－OKA切断済
地層名：竜頭泉安山岩
竦ﾎ名：無斑晶質安山岩 長岡（2003＞
71 ［佐世保地区］ｷ崎県西彼杵郡長与町，白津 大村 長浦 岩石名：無斑晶質安山岩
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、文化財の自然科学的分析による文化圏の研究 ガラス質安山岩産出地データベースー
資料2．黒耀石追加産出地
1．北海道地方（追加）
??
2）
??
4）
?? ??
7） 8）
??
地点
ﾔ号 産　出　地 5万分の1n形図
2．5万分の
P地形図 緯度・経度
試料採取
@番号
定性分析
似ｿ名
定量分析
似ｿ名
岩石名・産状・地層名・
@　年代・分析結果
追1 北海道紋別郡上湧別町，湧別川ﾍ床（湧別橋の上流） 中湧別 中湧別
44°11’53”
P43°35’20”050904－8 岩石名：黒耀石　産状：河床礫
追2 北海道紋別郡上湧別町，湧別川ﾍ床（開盛橋の下流） 遠軽 上湧別
44°0725”
P43°32725〃050904－7 岩石名：黒耀石　産状：河床礫
追3 北海道紋別郡遠軽町清川，中位i丘 遠軽 遠軽
44°02’40”
P43°3α13”050904－6 岩石名：黒耀石　産状：段丘礫
追4 北海道紋別郡遠軽町清川，一ヒ位i丘 遠軽 遠軽
44°02’31”
P43930’05”050904－5 岩石名：黒耀石　産状：段丘礫
追5 北海道紋別郡遠軽町清川，中位i丘 遠軽 遠軽
44°Or58”
P43°29’59〃050904－2 岩石名：黒耀石　産状：段丘礫
追6 北海道紋別郡遠軽町清川，低位i丘（清川大橋通り） 遠軽 遠軽
44°01「52”
P43°3σ05ド「 050904－3 岩石名：黒耀石　産状：段丘礫
追7 北海道紋別郡遠軽町清川，現河ｰ氾濫原（清川大橋そば） 遠軽 遠軽
44°Or52”
P43°30’17050904－4 岩石名：黒耀石　産状：河床礫
追8 北海道紋別郡遠軽町清川 丸瀬布南部 瀬戸瀬 44°01’45”P43°29「41”050904－1 岩石名：黒耀石　産状：河床礫
追9 北海道紋別郡白滝村，旧白滝，i丘上 白滝 旧白滝
43°55ダ45∬
P43°14「31”050905－6 岩石名：黒耀石　産状：河床礫
追10北海道紋別郡白滝村，流紋沢川ﾑ道（78林斑線） 白滝 白滝
43°543げ
P43°0739”050905－1 岩石名：黒耀石　産状：転石
追11 北海道紋別郡白滝村，十勝石沢ﾌ露頭下 白滝 白滝
43°54’25”
P43°10’10”050905－3 岩石名：黒耀石　（FT年代試@　　　料），大露頭
追12北海道紋別郡白滝村，十勝石沢ﾌ露頭下 白滝 白滝
43°54’24”
P43°1σ08”050905－4 岩石名：黒耀石　（FT年代試@　　　料），大露頭
追13北海道紋別郡白滝村，十勝石沢??｢林道の露頭 白滝 白滝
43°54F12”
P43°09’57”050905－5 岩石名：黒耀石，産状：露頭
追14北海道余市郡赤井川村土木川河ｰ（土木橋下流） 仁木 赤井川
43°02「34”
P40°48’25”
i日本文化財
ﾈ学会巡検）
050711－1 岩石名：黒耀石
追15北海道余市郡赤井川村土木川右ﾝモトクロス場（土木橋上流） 仁木 赤井川
43°02712”
P40°49「03”050710－2 岩石名：黒耀石
追16北海道余市郡赤井川村土木川河ｰ（土木橋上流） 仁木 赤井川
43°01753”
P40°49「10”050710－1 岩石名：黒耀石
追17北海道函館市二見町戸井築港露ｪ 恵山 恵山 41°43ダ14〃P41°Or21”051005－1 崖石換：㌫藩砦ト
2．東北地方（追加無し）
3．北陸地方（追加無し）
4．関東・中部地方（追加）
??
2） 3） 4）
??
6）
?? ??
9）
地点
ﾔ号 産　出　地 5万分の1n形図
2．5万分の
P地形図
緯度・経度　　　　　噛 試料採取
@番号
定性分析
似ｿ名
定量分析
似ｿ名
岩石名・産状・地層名・
@　年代・分析結果
追18 諏訪 霧ケ峰
36°09’03”
P38°12’43”
@　　　（仮）
試料No①～⑮ 岩石名：黒耀石・安山岩
n層名：鷹山火砕流・鷹山火山
@　　　岩類
追19 諏訪 霧ケ峰
36°09FO3”
P38°12ダ43〃
@　　　（仮）
試料No①～⑨ 岩石名：安山岩・玄武岩
n層名：鷹山火山岩類
追20 諏訪 霧ヶ峰
36°09’03”
P38°12’43”
@　　　（仮）
試料No①～⑪ 岩石名：黒耀石・安山岩
n層名：鷹山火砕流・鷹山火山
@　　　岩類
追21 諏訪 霧ケ峰
36°09’03”
P38°12「43”
@　　　（仮）
試料No①～⑯ 岩石名：黒耀石・安山岩
n層名：鷹山火砕流・鷹山火山
@　　　岩類
追22　　「ｷ野県小県郡和田村，ツチヤ林ｹ終点，高圧線下 諏訪 霧ケ峰
36°08741”
P38°09F38”040810－1
岩石名：黒耀石
Y　状：地表に散在（遺跡から
@　　　の流れ込み）
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追23長野県小県郡和田村，ツチヤ林ｹ終点手前約200m 諏訪 霧ケ峰
36°08’37”
P38°09’36”040810－2
岩石名：流紋岩溶岩
n層名：和田峠流紋岩
追24長野県小県郡和田村，ッチヤ林ｹ終点西約500m 諏訪 霧ケ峰
36°08「37”
P38°09「25”040810－3
岩石名：流紋岩質火砕流
n層名：和田峠流紋岩
追25長野県小県郡和田村，ツチヤ林ｹ終点西約700m 諏訪 霧ケ峰
36°08’36”
P38°09’18”040810－4
岩石名：（A）火砕流，火砕流
@　　　中マレカナイト（B），
@　　　黒耀石（C）
n層名：和田峠流紋岩
追26長野県小県郡和田村，ッチヤ橋譌ﾑ道（火道あり？） 諏訪 霧ケ峰
36°08’28”
P38°09738”
040810－5
O41106－6
岩石名：（A）黒耀石，流紋岩
@　　　（B）
n層名：和田峠流紋岩
追27長野県小県郡和田村，ツチヤ橋譌ﾑ道（810－5上） 諏訪 霧ケ峰
36°08’29”
P38°09704”040810－6
岩石名：（A）黒耀石
n層名：和田峠流紋岩
追28長野県小県郡和田村，ッチヤ林ｹ（有料道路沿い） 諏訪 霧ケ峰
36°08「34”
P38°10’08”040810－7
岩石名：黒耀石
n層名：和田峠流紋岩
追29長野県小県郡和田村男女倉くブhウ沢〉 諏訪 霧ケ峰
36908705”
P3891σ54”040810－8 岩石名：黒耀石
長野県小県郡和田村東餅屋（火
ｹ） 諏訪 霧ケ峰
36°08’41”
P38°09℃6”040810－9 岩石名：黒耀石1追30
ｯ1追3・旨
c追・2
　　　騨県小縣佃村東鰹（火L＿＿↓一．．　　一．一．．・
諏訪 霧ケ峰 36QO8’41”P38°09’06”0408109 岩石名：黒耀石
長野県小県郡長門町鷹山川河床 諏訪 霧ケ峰 36°08’34”P38°12’42”040811－1 岩石名：黒耀石
1追33i鰭県小県郡則町鷹山盆地南 諏訪 霧ケ峰 36°08’29”P38°12’20”040811－2 岩石名：テフラ（APm～）
追34長野県小県郡星糞峠林道 諏訪 霧ケ峰 36°09’22”P38°12ρ51”040811－3
岩石名：ガラス質安山岩
竦ﾎ名：鷹山溶岩
追35
長野県小県郡長門町，美ノ松山
月ﾎ面（美し松ハイランド別荘
n内道路際）
諏訪 霧ケ峰 36℃731”P38°14「4σ040725－2
岩石名：流紋岩
竦ﾎ名：追分流紋岩（山岸，1989）
追36
長野県小県郡長門町，美ノ松山
ｼ斜面（美し松ハイランド別荘
n内道路際）
諏訪 霧ヶ峰 36°0734”P38°14「07”040725－3 岩石名：黒耀石（転石）
追37
長野県小県郡長門町追分，大門
?E岸，美ノ松山西斜面（美し
ｼハイランド別荘地）
諏訪 霧ケ峰 36°0759ηP38°1400”040725－4
岩石名：黒耀石（斑晶多い）
竦ﾎ名：追分流紋岩（山岸，1989）
追38
長野県小県郡長門町追分，大門
?E岸，美ノ松山西斜面（美し
ｼハイラソド別荘地）
諏訪 霧ケ峰 36°0758”P38°13’56”
040725－5
@基盤赤色
S土層中，
A火砕流中
岩石名；黒耀石（斑晶多い）
竦ﾎ名：追分流紋岩（山岸，1989）
追39長野県諏訪郡下諏訪町，和田ト塔lル横旧道崖 諏訪 霧ケ峰
36°08’27「
P38QO8’49”
040726－2
O4UO6－3
岩石名：流紋岩（マレカナイト
@　　　を含む）
n層名：和田峠流紋岩
追40長野県諏訪郡下諏訪町星ケ台，ｹ路脇（下） 諏訪 霧ケ峰
36°06「4r
P38°09「20”041106－1
岩石名：黒耀石（A），安山岩
@　　　（基盤）（B）
追41長野県諏訪郡下諏訪町星ケ台，ｹ路脇（上） 諏訪 霧ケ峰
36°0σ38”
P38°09「24’041106－2
岩石名：黒耀石（A），安山岩
@　　　（基盤）（B）
追42長野県諏訪郡下諏訪町芙蓉パー宴Cト採掘場下，道路沿い 諏訪 霧ケ峰
36°08’03〃
P38°08’27”041106－3 岩石名：安山岩（基盤）
追43長野県諏訪郡下諏訪町，星ケ塔 諏訪 霧ケ峰 36°0740”P38°08「37”
041106－5
O41116－1
1106－5岩石名：A：黒耀石
iA），流紋岩（B），安山岩（基
ﾕ）（C）1116－1黒耀石（A），流紋岩
iB），ポーリングコア（C）
追44長野県小県郡和田村，土屋林ｹ，土屋橋梁南 諏訪 霧ケ峰
36°09「13”
P38°09’50”041106－7
岩石名；流紋岩（小粒黒耀石を
@　　　含む）
追45長野県小県郡和田村，三ノ又沢ﾑ道，東邦パーライト採掘場 諏訪 霧ケ峰
36°09’12”
P38°09’50”041107－2
岩石名：黒耀石（A），パーラ
@　　　イト　（B），流紋岩
@　　　（C），安山岩（基盤）
@　　　（D）
追46長野県小県郡長門町大門峠 諏訪 霧ケ峰 36°06「43”P38°14「10”041107－3 岩石名：安山岩（基盤）
追47静岡県田方郡中伊豆町柏峠（林ｹ平野線入口河床） 伊東 伊東
34°57「097’
P39°03’1r050718－1 岩石名：黒耀石
追48静岡県田方郡中伊豆町柏峠（①ﾑ道沿い，②河床） 伊東 伊東
34°5720”
P39°03「18”050718－2 岩石名：黒耀石
追49静岡県田方郡中伊豆町柏峠（林ｹ車行き止まり） 伊東 伊東
3495724”
P39°03「14〃050718－3 岩石名：黒耀石
93
文化財の自然科学的分析による文化圏の研究 ガラス質安山岩産出地データベース
追50静岡県田方郡中伊豆町柏峠（林ｹ車1ヒめ～トンネル途中） 伊東 伊東
34°5732”
P39°03F18〃050718－4
　　　　　　－
竦ﾎ名：黒耀石
追51静岡県田方郡中伊豆町柏峠（林ｹ車止め～トンネル途中） 伊東 伊東
34°57327「
P39°03’18聞050718－4 岩石名：黒耀石
追52静岡県田方郡中伊豆町柏峠（林ｹ車止め～トンネル途中） 伊東 伊東
34°5728”
P39°03’16”050718－5
　　　一一
竦ﾎ名：流紋岩
追53
静岡県田方郡中伊豆町柏峠（林
ｹ車止め沢越えの地点）（論文の
I頭）
伊東 伊東 34°5725”P39°03’16”050718－6
…岩石名：黒耀石
追54東京都新島村，阿土山若郷漁港 新島 新島 34°24「4rP39°16「39”050107－2 岩石名：黒耀石n層名：若郷火砕サージ中の礫
追55東京都新島村，阿土山淡井浦海ﾝ 新島 新島 34°243rP39°1720”050107－3 岩石名：黒耀石n層名：阿土山溶岩
追56東京都新島村，式根島もんも焼?ﾕ 新島 式根島
34°19’32”
P39°12ダ56”
000107－5
O50213－3
岩石名：黒耀石
n層名：式根島火砕流
追57東京都新島村，式根島神引山山ｸ展望台 新島 式根島
34°19’20”
P39°12’22”050213－1 岩石名：黒耀石n層名：式根島溶岩
追58東京都新島村，式根島畑裏崖 新島 式根島 34°19F20”P39°12’557’050213－2 岩石名：黒耀石n層名：式根島火砕流
追59東京都神津島村，高処山北麓 神津島 神津島 34°12’18”P39°08「35厚040627－3O50106－5
岩石名：黒耀石
n層名：高処山火砕流
追60東京都新島村，向山火山抗火石ﾌ掘場 新島 新島
34°20’48”
P39°15’30曜
i仮）34°2α56”
P39°15「14”
041003－1
ﾄ田徹氏採 岩石名：黒耀石n層名：向山火山溶岩流
追61
［八ヶ岳地区］
ｷ野県佐久郡佐久町大岳林道双
q池雄池北岸（ヒュッテ側）
蓼科山 蓼科 36°05’49”P38°20’40”
050813－2
ﾄ田徹氏採 岩石名：黒耀石n層名：横岳溶岩
追62
［八ヶ岳地区コ
ｷ野県佐久郡佐久町大岳林道双
q池雌池東岸（ヒュッテ側）
蓼科山 蓼科 36°05F50”P38°2α0α「
050813－3
ﾄ田徹氏採 岩石名：黒耀石n層名：横岳溶岩
追63
［八ヶ岳地区］
ｷ野県佐久郡佐久町大岳林道双
q池雌池北東岸，（登山道より
ｺ）
蓼科山 蓼科 36°05ρ53”P38°2αOr
050813－4
ﾄ田徹氏採 岩石名：黒耀石n層名：横岳溶岩
追64
［八ヶ岳地区］
ｷ野県佐久郡佐久町大岳林道双
q池雌池北岸①，（小さな沢のところ） 蓼科山 蓼科 36QO5’53曜P38°2σ02”
050813－5
ﾄ田徹氏採 岩石名：黒耀石n層名：横岳溶岩
追65
［八ヶ岳地区］
ｷ野県佐久郡佐久町大岳林道双
q池雌池北岸②
蓼科山 蓼科 36°05’54”P38°19750”
050813－6a
ﾄ田徹氏採 岩石名：黒耀石n層名：横岳溶岩
追66
［八ヶ岳地区］
ｷ野県佐久郡佐久町大岳林道双
q池雌池北岸③
蓼科山 蓼科 36°05’53”P38°19753〃
050813－6b
ﾄ田徹氏採 岩石名：黒耀石n層名：横岳溶岩
追67
［八ヶ岳地区コ
ｷ野県茅野市，横岳，亀甲池上
福R0メートルの地点（双子池の
o山道）
蓼科山 蓼科 36°05ρ40”P38°19「35”
050813－7
ﾄ田徹氏採 岩石名：黒耀石n層名：横岳溶岩
追68
［八ヶ岳地区］
ｷ野県茅野市，横・岳，亀甲池西
?[
蓼科山 蓼科 36°05ド38”P38°19「29”
050813－9
ﾄ田徹氏採 岩石名：黒耀石n層名：横岳溶岩
追69
［八ヶ岳地区］
ｷ野県茅野市，横岳，亀甲池一
?ｫ山間の登山道
蓼科山 蓼科 36°05「38”P38°19’29”
050813－10
ﾄ田徹氏採 岩石名：黒耀石n層名：横岳溶岩
追70
［八ヶ岳地区］
ｷ野県茅野市，横岳，摺鉢山ガレー滝の湯川關の登山道 蓼科山 蓼科 36°05「38”?R8°ユ9F29”
050813－11
ﾄ田徹氏採 岩石名：黒耀石n層名：横岳溶岩
追71 ［八ヶ岳地区］ｷ野県茅野市，滝の湯川天祥寺ｽ 蓼科山 蓼科
36°05’48”
P38°ユ87507「
050813－12
ﾄ田徹氏採 岩石名：黒耀石n層名：横岳溶岩
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岩石名・産状・地層名・
@　年代・分析結果
追72 大分県直入郡長湯（湯原の南），ｹ路切割り 久住 朝地
33°03’38”
P31°23’13”041030－1
岩石名：流紋岩
n層名：今市火砕流
?@考：Ku6C，アズキ火山灰
@　　　に対比
追73長崎県西彼杵郡西彼町上土井s，溜池周囲 佐世保南部 面高
33°02ρ02π
P29°43「Or050319－5
岩石名：黒耀石（灰色，黒色），
@　　　いずれも小礫サヌカイ
@　　　トも産出する
追74大分県玖珠郡耶馬漢，錦雲峡道H沿い（深耶馬漢） 耶馬渓 深耶馬渓
33°20726”
P31°1σ48”041031－2
岩石名：流紋岩
n層名：耶馬渓火砕流
?@考：ピソク火山灰に対比
追75 大分県竹田市竹田，新道切割り 竹田 竹田・ 32°5736”P31°2416”041030－2
岩石名：流紋岩
n層名：阿蘇4火砕流（Aso－
@　　　4A）
追76熊本県阿蘇郡白水村長谷峠 高森 肥後吉田 32°4718”P31°06FO9〃050410－1
岩石名：ガラス質溶結凝灰岩
n層名：阿蘇3火砕流（Aso－3）
追77熊本県上益城郡御船町大字七滝囀激q野 御船 御船
32°42’42”
P30°5r23”050410－2
岩石名：ガラス質溶結凝灰岩
n層名：阿蘇2火砕流（Aso－2）
追78宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬村大字鞍ｪ，五ケ瀬川河床 高森 馬見原
32°40’01”
P31°09’33”050409－5
岩石名：ガラス質溶結凝灰岩
n層名：阿蘇3火砕流（Aso－
@　　　3）？
追79鹿児島県大口市荒平（林道入口ｩら約400m） 大口 山野
32°06’54「
P30°33「02「F050225－2
岩石名：黒耀石
Y　状：火砕流・転石
追80鹿児島県大口市小川内，竹屋敷ﾑ道入口（沢沿い） 大口 山野
32°06「37”
P30°31「47〃050225－3
岩石名：黒耀石
Y状：河床の転石
追81 鹿児島県大口市日東（その2），q草地造成現場 大口 山野
32905「31”
P30°30「52”
041218－1
O50225－4
岩石名：黒耀石
Y　状：灰白色粘土（火砕流？）
@　　　中に含まれる
追82鹿児島県大口市大字青木，（上ﾂ木），林道79支線 大口 大塚
32°05「1r
P30°42’38”050224－1
岩石名：黒耀石
Y　状：火砕流（軽石）中に含
@　　　まれる
追83宮崎県えびの市昌明寺，大塚林ｹ（山頂終点付近） 大口 大塚
32°05「11”
P30°43’20”050226－2
岩石名：黒耀石
Y　状：火砕流（軽石）中に含
@　　　まれる
追84鹿児島県大口市大字青木，（上ﾂ木），間根ヶ平林道 大口 吉松
32°04’51”
P30°42’12μ050224－2
岩石名：黒耀石
Y　状：火砕流（軽石）中に含
@　　　まれる
追85鹿児島県大口市大字青木，（上ﾂ木），国道447号線沿い 大口 吉松
32PO4F5r
P30°42ダ12”050224－3
岩石名：黒耀石
Y　状：沢沿いの転石
追86鹿児島県鹿児島市三船，老人zーム横の畑地 鹿児島
鹿児島
k部
31°38701”
P30°36「02”050226－1A
岩石名：黒耀石
Y　状：溶岩流・転石
（すぎはら・しげお　文学部教授）
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